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Abstract

The Plio-Pleistocene Formations are widely developed on Awaji Island situated at the

eastern part of the Inland Sea of Seto. Among them, the formations correlative to the Osaka

Group have not been studied thoroughly from the stratigraphic point of view and their detailed

correlation with the formations occurring outside of the Island remains unknown in spite of their

distribution as wide as that of the Osaka Group in the type region. Such being the case, the

writers have been engaged in the research work on the Osaka Group and the younger

Quaternary formations on this Island to clarify their stratigraphic framework and the history of

structural development. The writers'study has been concentrated in the area surrounding

Goshiki-cho where hilly topography is most widely developed within the Island. Although the

area of study is rather restricted, the writers'study resulted in the following discrimination of

the stratigraphic units and understanding of their staratigraphic relations.

1. The Osaka Group

This represents a sequence of fluvial and lacustrine deposits, more than 400m thick,

unconformably overlying the basement Ryoke Granitic Rocks. The Group is lithologically

divided into the two: the Tsunokawa (lower) and the Hiroishi Formations. The stratigaphic

reration of them is conformable and the uppermost part of the Tsunokawa and the lowermost of

the Hiroishi partly show inter fingering.

The Tsunokawa Formation, about 230m thick, is dominated with white-coloured, coarse

arkosic sand and gravel beds and indistinct alternation of sand and silt, showing conspicuous

lateral changes in lithofacies. The Formation contains 6 tuff beds, among which the Dainichi

Tuff Bed, an intercalation at the middle part of the Tsunokawa Formation, was dated as 1.9±

0.3Ma by the F.T. method on zirkon crystals.

The Hiroishi Formation, more than 180m thick, conformably overlies the Tsunokawa

Formation, is characterized by the gravel beds uniformly containing the pebbles or cobbles of

chert and crystalline schist derived from Sanbagawa Belt. The gravel beds tend to be thinning

northward but the silt and clay beds well continue laterally. The Formation contains two tuff

beds. The Koboneike Member occupying the topmost part of the Hiroishi Formation consists of

poorly stratified gravel beds being more than 35m in thickness. As the result of biostratigraphic

study on the mammalian fossils, it was clarified七hat the lower part of the Hiroishi Formation

has an intercalation of bed representing "the Stegodon akashiensis Zone" of the Osaka Group in

the type region.

2. The Terrace Deposits

The Terrace Deposits developed covering the Osaka Group in the studied area are
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classified into the following three; the Terrace Deposits I a sporadically developed on the hill,

the Terrace Deposits Ib developed on the coastal terrace, and the Terrace Deposits II

distributed along the rivers.

The Terrace Deposits I a is a fan deposits developed on the foothill of backbone range

formed of the Ryoke Granitic Rocks. It consists of mud flow deposits mainly composed of

subangular granite cobbles and boulders.

The Terrace Deposits I b judged to be marine terrace deposits consists of sand and gravel

beds mainly comprising well-rounded pebbles and cobbles reworked from the Hiroishi

Formation.

The Terrace Deposits II is a sand and gravel bed forming a river terrace. The height of

surface of its deposition above the river floor decreases towards downstream.

Ⅰ.まえがき

淡路島に分布する大阪層群については,大阪平野内の同層群に匹敵するほどの広い分布域を持

ちながら,最近まで詳細な層序学的研究は行なわれていなかった｡池辺(1959　は,淡路島に分

布する大阪層群を淡路累層と命名し,旧象化石の産出地を報告した｡さらに,この池辺1959)

の報告と相前後して発表された三木(1948)による植物化石産出の報告,未申1951)および東

中･永井(1961)による亜炭調査報告などがある｡これらの断片的なデータをもとに,弛辺編(1961

は,淡路累層は大阪層群最下部から下部(狭義)に相当する層厚120m以上の河湖成堆積層であ

るとした｡その後,津野(1987M. S)は,本島中西部五色町周辺に分布する淡路累層の積算層

厚を400m以上とし,下部の角川部層･上部の広石部層に分け,さらに,それらに挟在される数

枚の火山灰層を記載した｡

以上のように,これまで,淡路島の大阪層群の層序は確立されないままの状況にあり,模式地

の同層群との対比に関しても,不明確な点が多く残されていた｡そこで筆者等は,淡路島の中で

最も丘陵の広く分布する五色町周辺を調査地域として,本島の大阪層群およびそれ以降の若い第

四系の層序,構造発達史を理解するための基礎資料を得るべく,調査･研究を続けてきた｡層相

変化が激しく,断層運動により著しい変位･変形を受けた本地域の大阪層群の層序を復元するた

め,筆者等は,火山灰層を鍵層として詳細に記載し,断層運動によって分断された各ブロックの

詳細な層序の対比を試みた｡その結果,比較的狭い範囲についてではあるが,従来の研究よりも

細かな層位学的単元が識別出来,それらの層位関係を把握することができた｡

本論文では,これまで明らかになった本地域の岩相層序について事柄を記載するほか,大阪層

群中に挟在される火山灰層および同層群より産出した晴乳動物化石の地史学的意義について考察

する｡

なお,最近になって,水野(投稿中)は,淡路島の大阪層群の分布を北部地域(北淡町一束浦

町),中部地域(一宮町一津名町一五色町一西淡町一洲本市),南部地域(南淡町)とに分け,大

阪層群を北部地域では富島累層と仮屋累層,中部地域では愛宕累層と五色浜累層とに区分し,南

部地域の地層を油谷累層と呼んだ｡本論文の調査地域は,愛宕累層および五色浜累層の分布地域

にあたる｡しかし水野(投稿中)が未出版であり,その一部が水野ほか1990　に引用されてい

るものの愛宕累層および五色浜累層の詳細を未だに知ることはできない｡したがって筆者等は,

本論文において,津野(1987 M. S)の大阪層群淡路累層角川部層および広石部層をそれぞれ累

層として独立させ,角川累層および広石累層という独自の地層単元を設けた｡

本稿を発表するにあたり,終始御指導･御助言をいただいた鹿児島大学理学部地学科の早坂祥
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三教授,大木公彦助教授,山本温彦助教授,横田修一郎助教授および小林哲夫助教授に感謝しま

す｡株式会社京都フイッション･トラックの檀原　徹氏,山下　透氏および岩野英樹氏には,同

社の研究施設の使用について便宜を計っていただいたうえに,有益な御指導･御助言をいただい
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第1図　調査地域の位置図.矢印(I-V)は第5図の各個柱状図作成ルートを示す.



76 津野真一郎･大塚裕之

時 代 地 層 名 柱 状 火山灰層 (m )
岩 相

新

坐

代

第

四

舵

仁王:■蘇

世
沖 積 層

更

新

世

段丘堆積物Ⅲ
蓬 蜜

.
段丘堆

Ⅰb

積物

Ⅰa

第

四

紀

新

第

一一lJ

更

新

世

I

節

新

世

大

阪

層

群

-:/卜骨鞄
…部層
-L一一一一

広

石

累

層

ft
9 .

2 2 & 2 S 3 3 3 S 3

: : O : Q : : : : :
■●●-●●
●●●●●●
●●■-■●
●●■●●●

■●一一●●■■●
●■◆
●●■●●●■●●
■一
●●●●●●●●■
て> くつ ご::

●●●■●●●●●
●●●●●- ●●●
●■●●■●●●■
●●●●●●●●-
●●●●●●■●●
:O :C と.- :

●一

●▼■●●
●●■■-

亡 主

●●●■●
●●●●●
●●●●●
●●●●●

:: :P

●●●●●
●●●●●

●●●●●●
.l . . . .
●●●●■●

●●●一●
●●●一●●
■●●●●●
●一
●- ●●●●
●一一●●-
‥0 て >

●- ●●●●
●●●●●●
●●■●●●
●■●●●●

●●

:: : : : : : : : : .P : a :: :

●●●●

●●●●●●
-●●●●
■●, -●
●●●●
●- ●●●

●●■●●■●●● ● ●●●-■●
●●●●●

.-

■- ●

角

川

累

､一 一 一一 ､

●-

/ �"�"�"O f …琵

l ¥ * ¥ * ▲ 二二 二

●
ミ誓

-
●- ●

一
●- i

- ●
●- ●

■- ●■■-

●一- ●

- ●-

■●- ●
- . -
●■- ●

一

S v v # .

' サ ォ�"�"▲ 一 一 ●

.: .: .こ.!.

一一 ■ 一

詛サ* * "�"!* " ¥ ^ * V *

-V/AW %vV
■■- ●- ●

- - . - . - . - . -

●■■- ●■- ●

紀 層
.-.-い●●一､ -●

サ �" ォ 4 ′

● ● ● ､

ォ ^ - ォ�"# 詛 詛 ■

一 ●

● ▲ ′ ､ 一 ■ ●

. . . . . . . . . . .

' : �"* : �" %
■i i ■

一 ●

■ ､

∫

* ォ

■■

' �"

一 一

一

中

坐

白

亜 領家花尚岩頬

十十
十十
十+

代 紀 + + 十
十十十

派, 砂 および横●

4

河岸段丘を構成する●淘汰の悪い無柄理堆
穂物が大半 を占める●横線は上流域では化
尚岩頬 を圭 とし, 下流域では, 砂岩, 花由
岩頬, チャー ト, 結晶片岩 よりなる●

5 8

t b :海岸段丘 l a :扇状地段丘
チャー ト, 結晶片岩 花樹岩頬の角横 を圭
, 石英, 砂岩の円喋 とする淘汰の悪い土

を圭 とす る砂横柄よ 石流堆積物よ りなる●

りなる●

3 5 +

中横～大様サ イズの円横ない し亜円蝶 を圭

とする横支持群居が悌勢で, まれに研摩50

CJb以下の砂の単屑が レンズ状に扶存す る一

五色 丘

一 文

15 0

淘汰の良い小粒～細粒砂 と, 中喋～大横サ

イズの円喋 ない し亜円喋よりなる砂横屑が

卓越 し, 膏灰色の泥の厚屑 をしば しば扶有

する●砂府中には トラフ状の斜交薬理が良

く発達する●横種は, チヤI ト, 砂岩●括

晶片岩, 石英 を圭 とし, 場所によっては花

梅岩類 を多 く含む場合がある●■

X 産 山 化 石

Stegodon aurorae MATSUMOTQ
Elaphurus (Elaphuroides) shikaaai OTSUKA

角 ■川

横 谷池

2 3 0

白色の粗" -なアルコI ズ質砂横柄を主 とし,

級化 ●辿級化 を繰 り返 しなが ら, l- 2m の

単相で上方納棺化 して泥同に漸 移す るサイ

クリックな同相で特徴づけられる●この間

相中では, 小規模な剃 り込みが頻繁に兄 ら

れ, 派 桝の側方への連続性は悪い● このほ

か, 場所 によっては中柑～細轍の白色砂お

杉之 池

大 日

長 谷池

コモ池

よび派の不明瞭な細育屑を圭 とす る ..泥賢

那,. が卓越す る●喋掛 よ, 花尚岩頬, 砂岩,

凝灰岩頬及び流紋岩頬を圭 とする●花尚岩

頬の喋は亜角喋が主体であ り, その他の喋

は円喋 ない し亜円喋が主体である●基底部

付近 を除いて, 蝶の相律が10 cmを超えるこ

とは, まれである●

太旦辿 医局

F ●T 年代(Ma)

1●9±0●3
(秦)2.3±0●3

(秦)2.7±0●3

第2図　総合模式柱状図.
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Ⅰ.地　　質

瀬戸内海の東部に位置する淡路島は,西南日本内帯の最南部を占める領家帯に属する｡本地域

の後期新生界の基盤をなすものは,主として白亜紀の領家花南岩類,泉南酸性岩類および和泉層

群である｡同島最南端を中央構造線が横切り,その北側には和泉山脈の西方延長にあたる諭鶴羽

山地があり,白亜紀後期の和泉層群が分布する｡さらに,その北側から同島北端部にかけて北東

方向に延びる淡路島脊梁山地は,主として領家花尚岩類によって構成され,それらの被覆層は新

第三紀中新世の神戸層群,鮮新一更新世の大阪層群及びそれ以降の若い第四系に大別される｡

本調査地域の五色町一帯は同島中部の播磨灘側に位置し(第1図),脊梁山地(山頂部の海抜

高度300-450m)を構成する領家花尚岩類,脊梁山地の北西側に接する丘陵地を構成する大阪層

群および段丘堆積物が分布する｡この丘陵地は都志川,万才川,角川川および鳥飼川の各水系に

よって細かく開析されており,複雑な丘陵地形を示すが,稜線高度は比較的揃っている｡脊梁山

地との境界部での大阪層群の一般的な分布限界高度は約100mで,丘陵背面は北西方向(播磨灘側)

に向かって緩やかに傾斜し,海岸線では最大比高30mの崖をもって海と接する｡

大阪層群の分布域である丘陵地の中には,局所的に基盤の領家花尚岩類の突出部が島状に露出

している地域があり,このことは基盤地形にかなりの起伏があることを示唆している｡

筆者等は,この論文において,調査地域に分布する大阪層群を2つの累層に分け,下位より角

川累層,広石累層と命名した｡また広石累層最上部付近に卓越する裸層を小骨池部層と命名した｡

都志･船瀬および脊梁山地山麓の丘陵地の尾根上には平坦面が認められ,段丘堆積物がのる｡

筆者等は都志･船瀬のものを段丘堆積物Ib,脊梁山地山麓のものを段丘堆積物Iaと命名した｡

また都志川および鳥飼川沿いに,河床からの比高10m以下の平坦面が認められ,ここにも段丘堆

積物がのる｡筆者等はこれを段丘堆積物Ⅰと命名した｡

以下,上部新生界の層序について,古いものから順を追って述べる｡

1.大阪層群(OsakaGroup)

1 )角川累層(Tsunokawa Formation)新称)

【模式地】兵庫県津名郡五色町角川｡

【分　布】脊梁山地北西沿い,鮎原小山田,角川川水系流域｡

【層　厚】 230m｡

【層位関係】下位の領家花尚岩類を不整合に覆う｡本調査地域内の角川累層中,最も下位の層

準と思われる地層は,大日の西谷池断層北西側の万才川左岸に露出する｡ここでは,領家花尚岩

類の直上を石英斑岩磯を主とする層厚8mの角磯ないし亜角裸層が直接覆う｡この磯層中の裸の

最大粒径は40cmに達するが,これが角川累層の真の基底部を示すものかどうかは,不明である｡

一方,脊梁山地北西縁沿いにおける角川累層と領家花尚岩類の境界部では,広石上の鳥測池断層

東南側に,花尚岩の巨裸を含む層厚3.5m以上の亜角裸層がみられるほかは,基盤直上にも顕著

な磯層は存在せず,多くの地点で裸の最大粒径は10cm以下である｡このことから,脊梁山地北

西縁沿いでは,角川累層の基底部よりも,やや上位の層準の地層が基盤にアバットしていると考

えられる｡本累層の一部は断層を境にして基盤と接しており,広石上において鳥測池断層により

南東側の領家花尚岩類と接し,小山田においては西谷池断層により北西の領家花尚岩類と接して

いる｡
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第1図版説明
第1図　大阪層群角川累層の代表的な岩相(Loc. PI ｡
第2図　大阪層群広石累層の代表的な岩相(Loc. P2)｡
第3図　角川累層(Ts)を整合的に被う広石累層(Hr) (Loc.P3 ｡
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【岩　相】本累層は,白色の租粒なアルコーズ質砂裸層を主とし,級化･逆級化を繰り返しな

がら1-2mの単位で上方細粒化して泥層に漸移するサイクリックな層相で特徴づけられる(第

1図版, 1図)｡この層相中では小規模な削り込みがひんぽんにみられ,一般に泥層の側方への

連続性は悪い｡このほか,場所によっては中～細粒の白色砂および泥の不明瞭な細互層を主とす

る"泥質部"が卓越する｡裸種は花尚岩類,砂岩,凝灰岩類および流紋岩類を主とし,本累層最

上部付近では少量のチャート,まれに結晶片岩が含まれる｡花尚岩類の裸は亜角裸が主体であり,

その他の裸は円磯ないし亜円裸が主体である｡これらの磯は粒径が10cmを超えることは,まれ

である｡本累層中には下位より,コモ池火山灰層,長谷池火山灰層,大日火山灰層,杉之池火山

灰層,横谷池火山灰層,角川火山灰層の計6枚の火山灰層が挟在されている｡このうち角川火山

灰層は,上堺および角川川河口南方では本累層中に挟在されるが,都志方才では上位の広石累層

中に挟在されている｡これらの火山灰層の層相および岩石学的な特徴については後述する｡本調

査地域内の角川累層は,長谷池火山灰層以下の層準ではアルコーズ質砂磯層が極めて優勢である

が,長谷池火山灰層から大日火山灰層にかけての層準には,しばしば青灰色の泥の厚層を挟在し

ている｡大日火山灰層から横谷池火山灰層にかけて層準は,広石上周辺において層厚110mあり,

角川周辺や上堺周辺のそれに比して2倍近く厚くなっている(第5図)｡横谷池火山灰層から角

川火山灰層にかけての層準は,上堺周辺では泥質部が優勢で,フレーザー状葉理の発達する中粒

ないし細粒砂層,波状葉理の発達する不明瞭な砂泥細互層,および細粒砂をレンズ状に挟む泥層

が卓越する｡一方,角川周辺では,同層準の下半部がアルコーズ質砂磯層を主とし,上半部には,

たびたび青灰色の泥の厚層を挟在する｡
J

2 )し広石累層(Hiroishi Formation) (新称)

【模式地】兵庫県津名郡五色町広石｡

【森　布】広石北,広石中,広石下,上堺,都志方才,船瀬｡

嘩　厚】 180m以上｡
【層位関係】下位の領家花尚岩類を不整合に,角川累層を整合的に覆う｡都志港南方および仏

崎周辺において,本累層は基盤の領家花尚岩類の突出部にアバットする｡角川累層との境界は,

時両面(角川火山灰層)と斜交しており,本累層最下部は角川累層最上部と指交関係にあると思

われる｡このことについては,後述する｡

【岩　相】淘汰の良い中粒-細粒砂と中裸～大横サイズの円裸ないし亜円裸よりなる砂裸層が

卓越し,青灰色の泥の厚層をしばしば挟在する(第1図版, 2図)｡砂層中にはトラフ状の斜交

薬理がよく発達する｡裸種はチャート,砂岩,結晶片岩(紅廉石石英結晶片岩を含む),石英の

ほか露頭によっては花尚岩類を多く含む場合がある｡青灰色の泥の厚層は雲母類を多量に含み,

一般に角川累層中の泥層に比べ,均質で側方への連続性が良い｡層厚10mを超える泥層も数枚認

められ,炭化した植物遺体を多産する｡本累層中には,平田池火山灰層,五色丘火山灰層という

2枚の火山灰層を挟在している｡これら2枚の火山灰層は,いずれも側方-の連続性に欠け,鍾

層としての有用性は低い｡下位の角川累層との一般的な岩相の違いは,本累層の砂が,より細粒

で淘汰が良いことと,チャートおよび結晶片岩の疎を普遍的に含むことである｡しかし, 2つの

要素は必ずしも同時に満たされるものではなく,前述のように,上堺においては角川累層中の横

谷池火山灰層から角川火山灰層までの層準に卓越する互層の砂は広石累層のものと同質であり,

また小山田においては角川累層上部のアルコーズ質砂層中に少量ながらチャートおよび結晶片岩

の磯が認められる｡筆者等は,チャートおよび結晶片岩の磯を含む磯支持磯層が最初に挟在され
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第2図版説明
第1図　広石累層最上部を構成する小骨池部層(Kb) (Loc. P4)｡
第2図　角川累層(Ts)を不整合に被う段丘堆積物~la (la) (Loc. P5)｡
第3図　段丘堆積物Ⅰを構成する磯層(Loc. P7)｡
第4図　広石累層(Hr)を不整合に被う段丘堆積物Ib (Ib) (Loc. P6)｡
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る層準をもって広石部層の基底部とした(第5図)｡この条件を満たす磯層は,いずれの地域で

も厚く,上堺のものは層厚15mに達する｡これらの基底裸層は上堺では角川火山灰層の約15m上

位に,角川川河口南方では同火山灰層の　　　m上位に,また都志方才では同火山灰層の直下に

挟在される｡このように広石累層･角川累層の境界は,明らかに時間面と斜交しているが,都志

では角川火山灰層が削剥されずに広石累層の基底裸層の直上に載っていることから,不整合ある

いは大規模な削り込みは考えられない｡したがって,角川累層最上部と広石累層最下部が指交関

係にあると考える0)が妥当であろう｡また都志周辺に分布する本累層中には,しばしば角川累層
のものと同質の淘汰不良･租粒な白色アルコーズ質砂裸層が挟在されている｡都志港南方に基盤

の突出部が露出していることからもわかるように,この付近の基盤は地下浅所にあり,本累層堆

積当時,北方または西方に領家花尚岩類の山体が存在し,そこから若干量の砕屑物が供給されて

いたことが推定される｡本累層中の磯層を構成する磯の粒径は基底部付近と最上部付近で最も大

きく,上堺の基底裸層内には長径20cmに達する結晶片岩疎が含まれ,小骨池周辺に分布する本

累層最上部の地層には,長径28cmに達する砂岩裸が含まれる｡また,後述するように,角川火

山灰層より約35-40m上位の層準(第5図)の本累層中からは　Stegodon aurorae Matsumoto (ア

ケボノゾウ)およびEIaphurus (Elaphuroides) shikamai Otsuka (シカマシフゾウ)の化石が産出
している｡

小骨池周辺に分布する本累層最上部の地層は,厚さ35m以上にわたって,その大部分が層理に

乏しい裸層によって構成されている(第2図版, 1図)｡筆者等はこの地層を小骨池部層と命名し,
他の広石累層と区別した｡

小骨池部層(Koboneike Member) (新称)

模式地:兵庫県津名郡五色町長池｡

分布:小骨池南方｡

層厚: 35m以上｡

層位関係:本部層基底面は比較的平坦で,下位の地層を整合に覆う｡

岩相:中裸～大磯サイズの円磯ないし亜円磯を主とし,淘汰の良い中粒砂のマトリックス

をもつ裸支持裸層が極めて優勢である｡層理に乏しく,まれに層厚50cm以下の砂の

単層をレンズ状に挟在する｡裸種は主として,チャート,砂岩,結晶片岩(紅廉石石

英結晶片岩を含む),石英からなり,少量の花尚岩類を含む｡裸の最大粒径は,砂岩

で28cm,チャートで16cm,結晶片岩で14cmである｡

2.段丘堆積物

本調査地域の段丘堆積物は,大阪層群によって構成される丘陵の尾根上に堆積面をもつものと,

現在の河川沿いの段丘上に堆積面をもつものに2大別することができる｡このうち,丘陵の尾根

上に堆積面をもつものについては,扇状地段丘として分布するものを段丘堆積物Ia,海岸段丘

として分布するものをIbと命名し区分したが,両者の分布域が距離的に離れているため(第3

図),互いの層位関係を判断することは困難である｡一方,現在の河川沿いには不明瞭な数段の

河岸段丘面が認められるが,そのうち最高位のものは,段丘地形が比較的明瞭で堆積物が確認さ

れ,これを段丘堆積物Ⅰと命名.した｡これより低位の河岸段丘面は堆積物が確認できないため,
地質図上では沖積層の分布域に含めた｡



淡路島五色町周辺の鮮新一更新統

掛
g
[
玉
髄
w
i
u
v
q
還
s
(
s
d
p
i
｡
A
n
i
i
4
v
i
g
¥
s
n

跳
躍
緋
d
v
x
｡
x
n
t9
'
f
t
鰯
鵬
輿
鮮
o
>
4
-
^
猟
…
蹴
脚
淵

.
囲
案
要
撃
殖
e
鈷
嘩
題
Y
図
9
鯨

畔
宣
W
X
.
W
紳
叫

挺
缶
m
･
B
･

垣
M
u
S
i
f
f
l
皿
^

遮
n
u
i
r
a
E
m
遇

▼ ■ ▼ ▼ ▼ ▼

甘 苦E%8 描 …怪 akhBHUHhshhsbe*
P:……三>: m 情

I ∴● >●
> ■●′●●●●

>> El 即 ft B U M B K BH BK M

挺

I

ド

LP

-5

～

蝣H
LP

-3

≧

東

叫

～

田

ヨ

-■

> ■

t ?

A

一､
衣

tis
∃

蝣K
崇

盟

fl -

I

=::A
や

●-■
.. :

:2 l :̂ :8 l :3 W K ､ .'''�"' 一 R B D I H B n O H 9 B 一■ >
､ ● ,A i l

●●
II I I ^ H

●●■ ●■- M i>l i !* J ! fc 'Y
i‥: 卜 ■●●
.. . +- .:.I

SIB ョ

-, . . -

:● ●卜1 -
? ●‥ ;●● 丁ォ:�".-. ≡-:… 1 蝣* 蝣●■■ ●

●■■ H
●′●●●一一

�":n a : �"! i ; ;l >. rK !h
7 ､l:

挺

tis
ヨ
T<
也
d
捕
▼ ､

S M S轄サ'�">�":<S K a K HH B ● ●●■■●ー■●-

-● ‥ こ"J-.-J .":/l¥IJ'V

n i l tf ;!:* ;-; …ム…I. ●■■●●●
-●一:.: ､ VT -.V 妻m m :4 .r >.

'4¥tt'¥'
l

H

[∃

∈
○
≡ 3 0

一 一 1

川ー

X

骨 董 >,
●一一●
II.1

■■■- ■●■■●● ■■●■●､●> ▼■ ■■> ■=>
●:チ:>二,●>: >

> 群

-■●

甘 苦 ‡ m &

.. .l●●-■■､ /.I S)●､ ll -K
▲
嘩
tS
∃
さ

一･､《

■■粁 k Am mf fiuK n ‥‥■■…

ー

± ォc^ 讐 ｣ H W? 喋 嘩
ゼ ミ 蝶 嘩 荒

米 越 嘩 拓 器



84 津野真一郎･大塚裕之

1 )段丘堆積物Ia (TerraceDeposits Ia)新称)

【模式地】兵庫県津名郡五色町広石上｡

【分　布】広石中,広石上の脊梁山地北西沿いの丘陵尾根上に孤立して散在する｡堆積平坦面

の標高は65-110mで,鳥測池断層よりも山地側(南東側)では堆積平坦面は残されていないこ

とが多いものの,本段丘堆積物は標高130mまで分布する｡また,河床から堆積平坦面までの比

高は下流から上流に向かって減じており,脊梁山地から最も離れた地点(最も下流側の地点)で

は約30m,鳥測池断層北西沿いでは20-25mである｡鳥捌池断層よりも山地側(南東側)では,

河床から本段丘堆積物が載る尾根までの比高は上流に向かって急激に減ずる｡

【層　厚】鳥測池断層北西沿いでは8m,脊梁山地から最も離れた地点では4mで,下流に向

かってその層厚は減じている｡

【層位関係】下位の領家花尚岩類および大阪層群角川累層を不整合に覆う｡

【岩　相】中裸～巨裸サイズの角磯ないし亜角裸を主とする淘汰の悪い無層理の堆積物が大半

を占める｡裸種はすべて花南岩類で,それらは著しく風化を受けており,最大粒径130cmに達す

る｡一般に層理に乏しいが,まれに低角の斜交葉理がみられる｡堆積平坦面の保存状態が良い場

所では頂部に,層厚1m以下の砂質泥層,または泥質マトリックスの多い部位が,しばしば認め

られる｡本段丘堆積物は,前述のように丘陵の尾根上に孤立して散在するが,この分布域周辺の

丘陵は他の地域に比べ開析が遅れている｡このこと,および前述のような層相から,本段丘堆積

物は,かつてこの周辺を広く覆っていた山麓扇状地であったと思われる｡鳥測池断層を境にして,

その北西側では本段丘堆積物は明瞭な堆積平坦面を有するのに対し,南東側(山地側)では堆稽

平坦面をほとんど残していない｡このことと本段丘堆積物の層厚が約8mであることから,北西

落ちの鳥測池断層によって,本段丘堆積物は数mの垂直変位を受けていることがわかる｡また,

後述するように大阪層群の地層の分布のずれより,鳥測池断層の総垂直変位量は約100mと概算

されることから,本段丘堆積物の形成時期は,鳥測池断層活動期間中の末期に当たると思われる｡

本段丘堆積物を構成する極めて租粒な砕屑物は,その起源を断層活動による基盤岩の破砕に求め

るのが妥当と思われる｡後述するように本調査地域内の脊梁山地周縁部で被覆層に対して明らか

な変位を与えているのは,鳥測池断層および志田倉池断層だけであるが,本段丘堆積物がこれら
′

の断層の南東側(山地側)にも分布することから,さらに南東側の脊梁山地内に断層を想定しな

ければならない｡地質図に示したように,鳥測池断層および志田倉池断層の南東側には,これら

と平行する明瞭なリニアメントが認められ(第3図),その谷部には新鮮な領家花尚岩類は露出

せず,各露頭において崖錐堆積物とシルトないし細粒砂サイズの白色砕屑物が認められる｡また

このリニアメントを境にLで,その南東側では山地斜面が急勾配をなしている｡以上のことから,

このリニアメントは鳥測池断層よりもやや遅れて活動を開始した北西落ちの断層で,その活動期

に生産された多量の租粒砕屑物が下流に排出されて扇状地を形成したことが推定できる｡

2)段丘堆積物I b (TerraceDeposits Ib) (新称)

【模式地】兵庫県津名郡五色町都志方才｡

【分　布】都志南方および船瀬において,南北方向に伸びる海岸段丘上に分布する｡堆積平坦

面の標高は都志南方では30m,船瀬では40mで,河床から堆積平坦面までの比高は, 15-25mで

ある｡

【層　厚】 5m｡

【層位関係】下位の大阪層群広石累層および基盤の領家花尚岩類を不整合に覆う｡
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第3図版説明
第1図　志田倉池断層によって,大阪層群角川累層(Ts)に衝上する領家花尚岩類(Ry)

(Loc.P8)｡

第2図　西谷池断層の運動により,急傾斜した広石累層中の泥層(Loc. Plo)｡
第3図　西谷池断層近辺の角川累層中に見られる小断層群(Loc. P9)｡
第4図　角川累層を切る長池断層(Loc. Pll)｡
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第1図
第2図
第3図
第4図
第5図
第6図

第4図版説明
五色丘火山灰層(写真中央の白色部　Loc. Tl)｡
角川火山灰層(Loc. T3 ｡
横谷池火山灰層(Loc. T7 ｡
杉之池火山灰層(写真上半部) (Loc. T9)｡
大日火山灰層(露頭最上部) (Loc. Til)｡
長谷池火山灰層(Loc. T16)｡
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【岩　相】淘汰の良い中粒砂と中裸～大磯(まれに巨疎)サイズの円磯ないし亜円裸よりなる

砂裸層を主とし,泥は砂裸層中にマトリックスとして含まれているのみである｡裸種は,チャー

ト,石英,砂岩,結晶片岩,花尚岩類などからなる｡下位の広石累層中の裸種と比べて砂岩裸の

含有率が低い｡最大粒径は35cm (チャート磯)に達する｡このように,本段丘堆積物に含まれ

る裸の構成は,下位の大阪層群広石累層のそれと似ているが,砂岩磯の含有率が低い｡また,広

石累層中に含まれる砂岩裸は,他種の裸に比べ風化が激しい｡このことから,本段丘堆積物を構

成する砕屑物は,主に広石累層からのリワークによるものであると思われる｡

3)段丘堆積物E (Terrace Deposits 1) (新称)

【模式地】兵庫県津名郡五色町広石上｡

【分　布】鳥飼川水系および都志川水系の河川沿いの段丘上に分布する｡堆積平坦面の標高は

10-55mである｡河床から堆積平坦面までの比高は,上流域では最大10mであるが下流に向かっ

て減じ,段丘地形が不明瞭になって行く｡この段丘面は鳥飼中付近では沖積層下に潜り込んでし

まう｡

【層　厚】 4m｡

【層位関係】下位の大阪層群を不整合に覆う｡

t岩　相】鳥飼川上流域および都志川沿いでは,中磯～巨裸サイズの角裸-亜角裸を主とする

淘汰の悪い無層理の堆積物が大半を占める｡裸種は主に花尚岩類で,まれに砂岩裸を含み,最大

粒径は40cm (花尚岩)である｡磯の風化の程度は比較的低い｡一般に層理に乏しく,土石流堆

積物を主体に構成されていると思われる｡鳥飼川下流域では淘汰の悪い租粒砂と小磯-大磯サイ

ズの亜角裸～円裸よりなる砂裸層により構成される｡磯種は砂岩,花尚岩類,チャート,結晶片

岩を主とする｡このうち花尚岩類は亜角裸主体であるが,他は円裸～亜円裸主体である｡本段丘

堆積物は,その分布から,段丘堆積物IaおよびIbよりも,かなり新しい堆積物であると思わ

れる｡

Ⅱ.岩相から推定される大阪層群の堆積環境

本調査地域に分布する大阪層群の地層からは,流紋岩類,チャートおよび結晶片岩など,現在

の淡路島には分布しない岩石の磯が見出される｡また大阪層群の角川累層と広石累層との間には,

裸種組成および裸の粒径において著しい差異が認められる｡これらのことに注目して,両累層を

構成する砕屑物の供給源およびその堆積環境について考察を加える｡

大阪層群中の裸種組成の側方的･垂直的変化を第1表に示す｡これは各露頭ごとに,そこから

産出する粒径10mm以上の裸の磯種組成を個数百分率で表し,その分析値を各地区ごとに層準に

従って縦に並べたものである｡また,脊梁山地西方一帯に分布する大阪層群および段丘堆積物の

各地層について,各露頭に見られる裸の最大粒径を第6図に示す｡

前述のように,角川累層を構成するのは主として租粒な白色アルコーズ質砂磯層である｡この

砂襟は淘汰が悪く,マトリックスと裸の分化がほとんど認められず,また多くの露頭において裸

の最大粒径は10cm以下である｡これに対し広石累層を構成する砂磯層では,淘汰の良い細粒な

いし中粒砂よりなるマトリックスの中に磯が含まれており,その最大粒径は角川累層中のそれに

比べはるかに大きい｡この違いは第6図によく表現されている｡

角川累層の長谷池火山灰層以下の層準では,花尚岩類の裸が圧倒的に多く,裸種組成の分析を
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第6図　上部期新生界各層中の磯の最大粒径の比較.
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行なった4サンプルのうち,他の磯を含んでいたのは1サンプルだけであった(Loc.C5 ｡この

ことは,角川累層最下部の地層を構成する砕屑物は,すぐ近傍の領家花尚岩の山地から供給され

たことを示している｡しかしその中に含まれている磯の粒径は基盤直上でさえ, 10cm以下の場

合が多い｡これに対し,大阪層群堆積後,山麓扇状地として形成された段丘堆積物Iaの場合,

ほとんどの露頭で裸の粒径が30cmを超える(第6図)｡このことは,少なくとも角川累層の堆積

開始当時,砕屑物を供給した領家花尚岩琴の山地は,現在よりもはるかに低平で,また極端に租

粒な砕屑物の生産を促すような隆起運動は,当時活発ではなかったということを示唆している｡

角川累層を構成する地層中には少量の流紋岩類･凝灰岩類が含まれており,粒径10mm以上の

裸に限って襟種組成を個数百分率で表すと,流紋岩類･凝灰岩類の裸を20%含有する露頭もある

(第1表)｡岡･寒川(1981は,淡路島北部の大阪層群相当層"淡路層群富島層"の堆積物中に

流紋岩類･凝灰岩類が含まれることを指摘し,さらにこれらを兵庫県南部に広く分布する有馬層

群のものであるとして, "富島層"堆積当時の北方からの磯の供給を想定した｡しかし,淡路島

北部は中新世には広域にわたって神戸層群に被覆されていたことが知られており(池辺偏,1961),

その堆積物中には有馬層群起源の同種の裸を含んでいる｡したがって,大阪層群中に含まれてい

る流紋岩類･凝灰岩類が神戸層群からのリワークによってもたらされたものである可能性も捨て

切れない｡また泉南酸性岩類起源であることも考えられる｡角川累層中,長谷池火山灰層より上

位にこのような外来磯が含まれていることは,長谷池火山灰層堆積期前後に,それまで孤立して

散在していた各山間盆地の埋積作用が進み,河川によって互いに連絡され始めたことを示唆して

いる｡

広石累層を構成する地層中には多量の結晶片岩の磯が含まれている｡その中には少量ながらも

不偏的に紅廉石石英結晶片岩が認められ,明らかに三波川帯起源のものである｡下位の角川累層

中には,結晶片岩の磯はほとんど含まれていない(第1表)｡結晶片岩の裸が,仮に神戸層群か

らのリワークによるものであるとすれば,上位の広石累層よりもむしろ,下位の角川部層に多量

の結晶片岩の磯が含まれているはずである｡また広石累層の基底裸層は北方に向かって薄くなる

傾向が認められ,そこに含まれる裸の粒径も同時に小さくなっている｡以上のことから,広石累

層に砕屑物を供給したのは南方からの河川であって,その河川の流入時期が広石累層の基底部に

あたると思われる｡また広石累層中に挟在される泥層が厚く側方-の連続性が良いことは,堆積

盆が安定した状態にあったことを示している｡

都志周辺に分布する広石累層中には,たびたび角川累層のものと同質の淘汰不良･租粒の白色

アルコーズ質砂磯層が挟在されている｡都志港南方に基盤の突出部が露出していることから,こ

の付近では基盤が地下浅所に存在しているのは明らかである｡広石累層堆積当時,北方もしくは

西方に領家花尚岩類の山体が存在し,そこから若干量の砕屑物が供給されていたことが推定され

る｡

Ⅳ.地質構造

Huzita 1962　は瀬戸内地質区のネオテクトニクスに関する見解の中で,敦賀湾を頂点とし,

中央構造線を底辺とし,比良･六甲一淡路山地を西縁,養老山地を東縁とするほぼ三角形の地域

内には,南北性の構造軸を持つ基盤摺曲が卓越しているとし,この三角形の地域を第二瀬戸内期

におけるひとつの構造区とみなして近畿トライアングルと呼んだ｡また,近畿トライアングルと

その周縁との構造的差異は,六甲山地の両側でよく出ているとされている(Huzita, 1962)｡す
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なわち,大阪盆地は沈降が著しく数100mに達する第四紀層を堆積させ,六甲南側の断層崖と接

近して六甲山地と鋭い対立をみせているのに対して,播磨盆地内の地塊は比較的安定していて,

第四紀層(明石累層)は薄く極めてゆるやかに盆地中心に向かって傾動しており,断層運動の影

響をほとんど受けていない(Huzita, 1962;藤田ほか, 1984)｡さらに藤田ほか1984)は,こ

の六甲山地は大部分が断層で囲まれた断層地塊であると同時に,東に高く西に低くなる傾動地塊

であるとしている｡本調査地域は,この六甲山地の延長である淡路島脊梁山地の播磨盆地側に位

置し,近畿トライアングル西縁外側にあたる｡

本調査地域内の大阪層群は,断層による変形を受けた部分を除いて,一般に北西-西北西方向

に傾斜しており,傾斜は基盤との境界付近で15-17-であるが,海側に向かって次第にゆるやか

になり,都志付近では5-60になる｡この傾向は第7図に示した大阪層群の走向線図によく表

現されている｡被覆層に変位を与える断層は,脊梁山地の伸長方向と平行な北東一南西方向のも

のが多く,志田倉池断層,鳥測池断層,広石断層,西谷池断層,長池断層がある｡このほか,小

山田には北西一南東方向に伸びる小山田断層があり,船瀬には南北方向に伸びる船瀬断層がある｡

これらの断層により大阪層群はいくつかのブロックに分断されている｡　　　　　　′

志田倉池断層(Shitakuraike Fault) (新称) .'脊梁山地北西縁と鳥測池断層に挟まれた小ブロッ

ク中を北東一南西方向に走る南東落ちの逆断層で, Loc. P8　第9図)において領家花尚岩類が

大阪層群に衝上しているのが確認され,断層面は走向N 55-E,傾斜75oWである｡断層面と接す

る大阪層群の地層は走向N41-E,傾斜70oEで,少なくとも幅10m以上の急傾斜帯が認められる｡

鳥測地断層(Torifuchiike Fault) (新称) :広石上において領家花尚岩類と大阪層群の境界は

J直線的で(第3図:地質図参照),その南西延長上の大阪層群の地層はN45-55-Eの走向と最

大48-Wの傾斜を持っており,幅約100mの急傾斜帯が認められる(第7図)｡この急傾斜帯沿い

に推定される北西落ちの断層が鳥測池断層である｡大日火山灰層を基準にすると,本断層の垂直

変位は約100mと概算される｡また,段丘堆積物Iaは本断層を境にして,その北西側では明瞭

な堆積平坦面を持ち,南東側では堆積平坦面はほとんど認められない｡このことから,本断層の

活動は段丘堆積物Ia (層厚8m)形成後にまで及んでおり,段丘堆積物Iaに対して数m以内

の垂直変位を与えたことが推定される｡本断層はさらに南西の上堺の丘陵では地表まで到達して

いる証拠は認められず,より幅の広い擁曲帯をつくっている｡

広石断層(HiroishiFault)新称) :小山田から広石中にかけての大阪層群分布域内には,地

層の走向N 45-75-E,最大傾斜64-Eで周辺の大阪層群とは逆傾斜の急傾斜帯が　80m以下の幅

を持って北東一南西方向に伸びる｡この急傾斜帯沿いに推定される南東落ちの断層が広石断層で

ある｡広石累層基底部を基準にすると本断層の垂直変位量は約90mと概算されるが,南西方向に

向かってその変位量は減少していると思われる｡本断層は露頭では発見されなかった｡しかし, I

上述の急傾斜帯の伸びの方向と,急傾斜帯を構成する地層の走向は,一般に斜交しており前者は

後者に対して150前後北寄りの場合が多い｡さらに急傾斜帯の幅が80m以下であることを考慮す

ると,地層の急傾斜すなわち擁曲のみでは,北西ブロックと南東ブロックにおける地層の分布の

ずれを補うことはできず,明らかに破断面が地表まで到達しているものと思われる｡また,周辺

の地層とは逆傾斜の急傾斜帯は,結果として断層南東側に向斜構造,断層北西側に背斜構造を形

成しており,それらの軸は南西方向に60前後プランジしている(第7図)｡

西谷池断層(Nishitaniike Fault)新称) :本断層は小山田において北西側の領家花尚岩類と

南東側の大阪層群の境界をなし,左右に屈曲しながら大阪層群を切って勢山まで,北東一南西ま

たは北北東一南南西方向に伸びる南東落ちの断層である｡領家花尚岩類と大阪層群の境界をなす
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は灰白色の部分と白色の部分が2-3mmごとに不規則な互層をなす｡上部100cmは白色,細粒

で,平行葉理が発達する｡ Loc. T7周辺では,本火山灰層直下の泥層が,深さ10cmにわたって土

壌化しており,本火山灰層堆積当時,この一帯が陸域であったことを示している｡

本火山灰層は,ガラスと少量の結晶(主として斜長石)からなる｡ガラスは,無色透明で,中

間型が多く　n-l.497-1.500である｡ 3カ所の採集地点の試料では,いずれも,上方に向かっ

て偏平型火山ガラスの占める比率が増大する傾向が認められた(第2表)｡重鉱物は,角閃石が

優勢で,斜方輝石および単斜輝石を少量含む｡角閃石は緑色種が多い｡斜方輝石の屈折率は,
γ -1.702-1.720である｡

杉之池火山灰層(SuginoikeTuffbed) :試料採集地点はLoc. T8, Loc. T9およびLoc. TIO｡

Loc. T8の層準は横谷池火山灰層の約20m下位, Loc. TIOでは横谷池火山灰層の約30m下位であ

る｡厚さ30-45cm,黄白色,細粒の火山灰層で, 3カ所の採集地点では,いずれも風化が,や

や進んでいた｡

本火山灰層は,ガラスと少量の結晶(主として斜長石)からなる｡ガラスは,無色透明で,多

孔質型と中間型が多い｡ガラス粒子のうち約90%は,屈折率n-l.503-1.506であるが,これと,

かけ離れて低い屈折率(n-l.499-1.500)を示すものが約10%含まれている(第8図)｡これ

は他の火山灰層には見られない特徴である｡重鉱物は,角閃石および不透明鉱物が優勢で,斜方

輝石と単斜輝石を少量含む｡角閃石は,緑色～緑褐色種が多く,まれに赤褐色種を含む｡

大日火山灰層(DainichiTuffbed) i試料採集地点はLoc. Til, Loc. T12, Loc. T13および

Loc. T14｡ Loc. TilおよびLoc. T13の層準は杉之池火山灰層の約40m下位, Loc. T12では杉之

池火山灰層の約50m下位である｡本火山灰層の厚さは,場所によって大きく異なり, 45-250cm

である｡ 4カ所の採集地点では,岩相上,共通した垂直的変化が認められる｡すなわち,基虞部

より15-20cmまでは淡桃色･細粒,その直上には幅10cm前後にわたり灰白色･租粒で有色鉱物

をゴマシオ状に含む部位が認められ,それより上方は白色～灰白色･中粒で有色鉱物は少ない｡

以下,これらの3つの部位を便宜上,淡桃色部･ゴマシオ状部･白色部と呼び分けて,記載を行

なう｡ Loc. T13では,白色部に多量の火山豆石を含む｡

本火山灰層は,ガラスと少量の結晶(主として斜長石および角閃石)からなる｡ゴマシオ状部
/

では他の部位に比べ,結晶粒の占める比率が,より高くなっている｡ガラス粒子のほとんどは無

色透明であるが,ゴマシオ状部および白色部には,まれに茶褐色の色つきガラスが含まれる｡ガ

ラスの形態は,淡桃色部で多孔質型優勢,白色部では偏平型優勢となっており,上方に向かって
l

偏平型火山ガラスの占める比率が増大する傾向が,明瞭に認められる(第2表)｡ガラスの屈折

率は,淡桃色部がn-l.502-1.506,ゴマシオ状部および白色部ではn-l.502-1.505で,レン

ジに大差は見られないが,各部位ごとの平均値を見ると(第2表),淡桃色部の方が,ゴマシオ
′

状部および白色部より, 5×i0-4-ioXIO"高くなっており,明らかな差異を示している｡重鉱

物は,角閃石が優勢で,斜方輝石,不透明鉱物および単斜輝石を少量含む｡淡桃色部では,ゴマ

シオ状部および白色部に比べ,角閃石の占める比率が,より高くなっている｡角閃石の色調は,

いずれの部位でも,緑褐色～緑色種が多く,まれに赤褐色種を含む｡斜方輝石の屈折率は,

γ-1.703-1.713である｡

長谷池火山灰層(Nagataniike Tuffbed) !試料採集地点は, Loc. T15およびLoc. T16｡ Loc.

T15の層準は大日火山灰層の約35m下位　Loc. T16では大日火山灰層の約45m下位である｡黄白

色･租粒の火山灰層で,厚さは場所により大きく異なる｡ Loc. T15では,厚さ23cmであるが,

これを挟む上下のアルコーズ質砂層の中にも少量の火山ガラスがマトリックスとして含まれてい



第2表(a)大阪層群中の火山灰層の分析表.火山ガラスの形態は吉川(1976)の分類法に従った.
HaとHbは偏平型, caとcbは中間型, TaとTbは多孔質型を示す.
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第2表(b)大阪層群中の火山灰層の分析表.火山ガラスの形態は吉川1976　の分類法に従った.
HaとHbは偏平型, Caとcbは中間型, TaとTbは多孔質型を示す.
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-       -ーーーーーーー+一-         -

第8図　杉之池火山灰層の火山ガラス屈折率頻度分布図.

る｡ Loc. T16では厚さ120cmで,その中位層準に風化の激しい部位が認められ,これを境にして

上下の岩相が,やや異なる｡すなわち,下半部では,基底より上方に向かって細粒化し,風化の

激しい部位に漸移する｡上半部では,極めて連続性の良い平行葉理が発達し,やや色調が暗い｡

本火山灰層は,ガラスと少量の結晶(主として斜長石)からなる｡ガラスは,やや自濁してお

り,偏平型が多く, n-1.500-1.504である｡重鉱物は,斜方輝石および不透明鉱物が優勢で,

少量の角閃石と単斜輝石を含む｡斜方輝石の屈折率は, γ-1.708-1.713である｡
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コモ池火山灰層(KomoikeTuffbed):試料採集地点は,Loc.T17｡層準は,長谷池火山灰層

の約15m下位である｡厚さ6cm,黄白色,租粒,風化の著しい火山灰層である｡

本火山灰層は,結晶(主として斜長石)と極少量のガラスからなる｡石英粒子の中には,六方

両錐のものが少量含まれる｡重鉱物は,角閃石および不透明鉱物が優勢で,斜方輝石と単斜輝石

を少量含む｡

Ⅵ.大阪層群の地質時代について

A.哨乳動物化石

大阪層群中の角川火山灰層より約35-40m上位の層準の広石累層中の泥層からは,近年,2体

の晴乳動物化石が産出している｡

1体はElaphurus(Elaphuroides)shikamaiOtsuka(シカマシフゾウ)の右角(第5図版.2a

図-3b図)で,地質調査所の水野清秀氏によりLoc.F2(第9図)の泥層より採集された｡

もう1体はStegodonauroraeMatsumotoアケボノゾウ)の右側下顎第3大IEj歯(第5図版.

la因-1b図)で,小道大氏によりLoc.Fl第9図)の泥質角裸層より採集された｡この泥

質角磯層は,上述の泥層が基盤の領家花尚岩類の突出部にアバットする部分にあたり,堆積当時

の崖錐堆積物の間隙を青灰色の泥が埋めているものである｡同露頭からは,このほかにも,池辺

(1959)により,Stegodmakashiensisまたはsugiyamaiの臼歯及び骨片の産出が報告されている｡

後述するように,学名Stegodonakashiensis(Takai)(アカシゾウ)はStegodanauroraeMatsu

MOTOアケボノゾウ)のシノニムであり,動物命名規約上,後者が学名として有効である｡

2体の晴乳動物化石の産出地点は,やや離れているが,ほぼ同一層準と考えられる(第3図お

よび第5図)｡これらの化石は,いずれも"Ste'godonakashiensis帯"を特徴づける重要な化石で

あり(Otsuka,1972;Kamei&Otsuka,1979),これらを産出した泥層は,大阪層群模式地の上福

田火山灰層より上位Ma-0より下位の範囲の層準内に対比することができる｡

本調査地域内には,この泥層よりも上位に100m以上の厚さの地層が存在するにもかかわらず,

その中に海成粘土層が挟在されていない｡したがって,広石累層全体が大阪層群模式地のMa-0

以下の層準に対比されるものか,あるいはMa-0より若い時代の地層が存在しながら,堆積当時,

本調査地域が陸水域の環境にあったのか,という問題点が残される｡これを解決するためには,

淡路島全域における大阪層群の層相の詳細な解析が今後必要であろう｡

′

B.フイツション･トラック年代

筆者は,Loc.T19およびLoc.T13より採集した大日火山灰(角川累層中部)を粉砕･姉別(60

-200mesh)し,これを供試料として株式会社京都フイッション･トラックにジルコンのフイッ

ション･トラック年代測定を依頼した｡その結果,算出された年代値のうち,最も若いものは

Loc.T19のT-1.6±0.3Ma,参考値も含めて最も古いものは,Loc.T13のT-2.7±0.3Ma

である(第3表)｡これを市原ほか1984による大阪層群模式地の火山灰のジルコンのフイッショ

ン･トラック年代と比較すると,土生滝Ⅰ火山灰層(2.71±0.49Ma)から福田火山灰層(1.59

±0.22Ma)の範囲内に収まる｡しかし,筆者等は大阪層群模式地内の火山灰層の分析を行なっ

ていないため,対比についての明言は差し控えたい｡
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第5図版説明
広石累層産の晴乳動物化石
第1図　StegodonauroraeMatsumoto (アケボノゾウ)の右下顎第3大臼歯｡岐合面(la　およ

び頬側観Ib, ×0.5｡
第2図　Elaphurusshikamai Otsuka (シカマシフゾウ)の右角｡前面観(2a)および内面観(2b),

×0.25｡

第3図　Elaphurusshikamai Otsuka (シカマシフゾウ)の右角｡外面観(3a)および内面観(3b),
×0.4｡
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Ⅶ.大阪層群産噸乳動物化石の記載

1.象化石

Stegodon aurorae Matsumoto

(第5図版　　　Ib)

標本:第1標本｡右側下顎第3大臼歯(rMj)

和名:アケボノゾウ

産出地点:兵庫県津名郡五色町都志方才(Loc. Fl)

産出層準:大阪層群広石累層角川火山灰層上位35m-40mの泥質角裸層

採集者:小道　大氏(兵庫県津名郡五色町都志方才)

1)記載

すらりとした,前後に狭長な右下顎第3大臼歯である｡ 11個の岐板が残っているが,近心側の

数個の岐板は岐耗し去っている｡瞭合面をみると,近心側が頬側(外側) -顕著に曲っている｡

したがって100mm中の瞭板数(稜頻度)は舌側で4,頬側で6である｡この標本採集時には,

近心側の3番目の瞭板の中を走る小さな断層のために近心側が内側へ僅かにずれていた｡

残っている岐板のうち,第1-第3岐板は岐耗が著しく,特に最近心側の岐板の歯冠は,僅か

に痕跡的に残っているにすぎない｡ 2番目の岐板の歯冠は,舌側で測って僅か8.4mmの高さで

残っている｡岐耗が著しい第2番目から第4番目の岐板は,各エナメル環が互いに連結し,広く

象牙質内座を露出させている｡第4番目と第5番目の暁板では4つの大きなエナメル環が認めら

れ,互いに連結している｡やや岐板の頂部が岐耗した第8番目では, 7つの大きな乳頭(mamilla)

が,瞭耗程度の比較的弱い第9番目では,小さな9個の乳頭が見られる｡

臼歯を側面からみると,各校板は歯頚線に対して,ほぼ垂直に立ち,それぞれの岐板の谷間は

U字形をなす｡第1番目から第3番目にかけての岐板の下には, 1本の大きな枝状の歯根(長

さ55mm)を形成している｡第3番目から第5番目にかけての岐板の歯根は,舌側と頬側の2列

に分れ,そのうち頬側にある列では2本の大きな歯根(それぞれ6mm, 6.5mm)を形成するが,

頬側では遠心側に連なる板状の歯根をなす｡第6番目より遠心側では,左右の歯根列が互いに融

合し,遠心側へ傾いた一枚の幅広い坂状歯根を形成している｡第6番目より遠心側の岐板ぼ歯根

は,舌側と頬側の歯根が互いに融合して,遠心側-傾いた一枚の幅広い坂状歯根を形成している｡

測定値(inmm)は次のとおりである｡

歯冠長(Length of crown)

稜数(Number of ridge plate)

歯冠幅(Width of crown)

歯冠高(Height of crown)

エナメル層厚(Width of enamel)

稜頻度(Ridge frequency)

235+

ll+

73.2

47.2 (第9校板)

3.3　平均)

4 (舌側　-6 (頬側)

2)比較･考察

ここに記載した下顎臼歯標本は,全体の大きさ,稜の高さ,歯冠幅,歯冠高,エナメル層厚等

において,日本の下部更新統とくに近畿の明石海岸一帯から多く知られている"Stegodon

akashiensis (Takai)"のそれに一致する｡ Stegodon akashiensis Takai (Takai, 1936)はStegodon

aurorae Matsumoto (Matsumoto, 1929)のシノニムである(棒野, 1991)ので,本稿では棒野(1991
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従い, auroraeを使うこととする｡

2.鹿化石

Elaphurus {Elaphuroides) shikamai Otsuka

(第5図版　2a, 2b, 3a, 3b)

標本:第2標本　右角の基部および第2分岐点を含む遠位端部分
＼

第3標本　右角基部

産出地点:第2標本｡兵庫県津名郡五色町都志方才(Loc. F2)

第3標本(参考資料) :北淡町水越｡久留麻火山灰層の上位約50mの粘土層(大阪

層群)

産出層準:大阪層群広石累層角川火山灰層上位35-40mの泥層

採集者:水野清秀氏(工業技術院地質調査所)

記載: (第2標本)比較的若い個体の落角(2a, 2b)｡採集時に第1-第2分岐点間の角幹

の中央部が破損し,失われている｡

(角幹の破損部より下半部(近心部))角座は厚く,凸凹しているが,その外側輪郭は左右に

やや長い楕円形をなす｡角座の直径61.2mmX56.4mm　前後)｡第1.分岐点の高さ(角座を含む)

は内側で測って99mm,外側で測って87.8mm｡角座の直上の主幹の基部の直径は37mm (前後)

×31.6mm (左右)である｡前枝(第1枝)はその先端部分が破損しているものの,約64mmが

保存されている｡比較的に太く,その断面は前後にやや偏平は楕円形をなし,分岐点後方の主幹

と650の角度をなして,斜め前方-突出す｡第1分岐点よりも上位の主幹は157mmが保存されて

いる｡その断面の輪郭は内側がやや平坦で外側がやや膨らんだ偏平な楕円形をなす｡

(破損面よりも上位の遠心側部分)第2分岐点をふくむ約190mmが保存されている｡この部

位は破損前は近心側の基部に連続していたものである｡分岐点近くは前後に顕著に偏平である｡

外側枝と550の角度をなして内側-出る側枝は小さく,その先端部分が僅かに失われているもの

の,約100mmが保存されている｡外側枝は内側枝よりも太く,頑丈で,前後にやや偏平な楕円

形をなす｡

(第3標本)参考資料｡北淡町水越産｡成獣の右側落角で,第1分岐点をふくむ角の基部が保

存されている(3a, 3b)｡第2標本よりも大きい｡角座はほとんど破損しているが,残された

部分の直径は51mm (前後) ×47mm (左右)である｡分岐点下の主幹の括れは下半部にあり,そ

の最小直径は43.2mm (前後) ×35mm (左右)である｡第1分岐高(角座を含む)はこの属とし

ては普通の高さを有し,外側で測って98mm,内側で測って101mmである｡第1枝(前後)と分

岐点よりも上位の主幹は破損し去っている｡

比較:ここに記載した2個体の落角標本は太い主幹,高い分岐高,太い前枝分岐状態,第2分

岐の状態などから,近畿地方の前期更新続から特徴的に産出するシカマシフゾウElaphurus

(Elaphuroides) shikamai Otsuka (Otsuka, 1968, 1972)の角に同定される｡第2標本は大きさか

ら比較的若い個体の角で,第3標本は成獣のそれに比較される｡

Ⅷ.ま　と　め

本研究によって明らかになった点,および新たに生じた問題点を以下に述べる｡

1)淡路島の大阪層群は従来,層厚約120m (東中, 1951)で,すべて河湖水成の堆積物より
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第9図　晴乳動物化石産出地点(F)および露頭写真撮影地点(p).
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なり大阪層群の最下部から下部にかけての地層(池辺偏, 1961)とされていたが,今回の研究に

よって本調査地域内の大阪層群は層厚400m以上に達することが明らかになった｡

2)角川累層中部に挟有される大日火山灰層のジルコンのフイッション･トラック年代測定の

結果は,本火山灰層が大阪層群模式地の土生滝Ⅰ火山灰層より上位,福田火山灰層より下位のい

ずれかの火山灰層に対比され得る可能性を示している｡角川累層中には,このほかにも,少なく

とも5枚の火山灰層が挟在されている｡これらを大阪層群模式地の火山灰層と対比させることは,

今後に残された重要な課題である｡
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第10図　磯試料の採集地点.

3 ) Elaphurus (Elaphuroides) shikamai Otsuka　シカマシフゾウ)およびStegodon aurorae Mat-

SUMOTO　アケボノゾウ)を産出する広石累層下部の地層は,大阪層群模式地の"Stegodon

akashiensis帯"に対比され得る｡広石累層上部の地質時代については不明な点が多く,今後の

古生物学的精査および淡路島全域における大阪層群の層相の詳細な解析が必要である｡

4)模式地である泉南地域の大阪層群では,基底部近くに三波川帯起源の結晶片岩の裸を含ん

でいる(市原ほか, 1986)のに対して,本調査地域内では,上部の広石累層にのみ含んでいるこ
とが明らかになった｡このことは,紀伊水道地域にあった分水嶺から北流して大阪層群堆積盆内
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第11図　火山灰試料の採集地点.
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に流入する河川(市原, 1966)の流入時期が,淡路地域と大阪地域では,かなり異なっていたこ

とを示唆している｡本調査地域内では,この河川の流入時期は角川火山灰層の堆積直前である｡

したがって,今後,角川火山灰層と大阪層群模式地の火山灰層との対比を行なうことにより,両

地域での河川の流入時期の時尚的ずれを明確にし得るであろう｡

5)本調査地域の地質構造は, Huzita (1962)および藤田ほか(1984)により近畿トライアン

グル外縁の構造的特性を示す典型例として取り上げられた明石付近の地質構造とは,同じ播磨盆

地側にありながら次のような点で大きく異なる｡
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①本調査地域内の大阪層群の地層は,断層周辺を除いて大局的には播磨盆地に向かって傾動

しているが,その傾斜角は最低でも50,基盤近くでは15-170に達すること｡

②本調査地域の大阪層群の積算層厚は400m以上あり,明石付近のそれに比べ2.5倍以上に達

すること｡

③本調査地域の大阪層群は数本の断層によって切られ,地層が著しく変位･変形を受けてい

ること｡
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